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１． 研究計画の概要 

ホールセル･パッチクランプ法ならびに免
疫組織化学的手法を用いることによって，
(1)島皮質がどのような神経回路によって構
築されているのか明らかにするとともに，
(2)その機能的な特徴を解明することによっ
て，味覚情報処理機構の特殊性を浮き彫りに
する。 
 
２．研究の進捗状況 

本研究は大きく解剖学的アプローチと生
理学的アプローチに分けられる。(1)解剖学
的研究では，ERK のリン酸化を指標とした機
能マッピング法を用いて，ラットにおける味
覚野の検索を行った。その結果，麻酔下での
味覚刺激は島皮質の錐体細胞の一部に pERK
陽性細胞が観察され，覚醒下ラットに味覚刺
激を加えた場合，ERK 陽性細胞の数は 10 倍以
上存在することが明らかとなった。また，島
皮質の無顆粒領野と不全顆粒領野共に pERK
陽性細胞が確認された。(2)電気生理学的研
究では，大脳皮質可塑性に関与するカテコラ
ミン類の作用についてホールセル・パッチク
ランプ記録による実験を行い，特に抑制性シ
ナプス伝達に対する修飾作用について，シナ
プス前細胞と後細胞の組み合わせに着目し
て検討した。その結果，βアドレナリン受容
体は，抑制性シナプス前細胞のサブタイプと
年齢依存的に，シナプス前終末からの GABA
放出を調節した。また，アセチルコリン受容
体は，抑制性シナプス前終末からの GABA 放
出を調節し，その効果はシナプス後細胞の種
類によって異なっていた。すなわち，βアド
レナリン受容体とアセチルコリン受容体は，
抑制性シナプス前終末に作用して GABA の放
出を調節するが，これは GABA ニューロンの
サブタイプおよびシナプス後細胞の種類に

よって異なる様式を示すことが明らかにな
った。この調節機構の多様性は，高次味覚情
報処理において重要な役割を果たしている
と考えられる。(3)光学計測実験では，島皮
質が特異的な興奮伝播のパターンを示し，そ
の性質は主に錐体細胞の軸索投射が吻側方
向へ偏っているためであることが明らかと
なった。 

 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
特に味覚皮質における抑制性回路につい

て，当初予想しなかった現象を見つけるこ
とができた。これは多チャンネル記録シス
テムを構築して効率的に実験を進めること
が出来たためと考えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
味覚皮質の抑制性局所回路が他の感覚野

とは異なる独自のシステムで作動している
ことが分かったので，来年度はそのメカニズ
ムを明らかにする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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